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日本透析医学会は毎年末にわが国の全透析施設を対
象に統計調査を行っている．この調査は透析施設の背
景（ベッド数，患者数，スタッフ数など）を調査する
施設調査と，個々の患者の背景（性別，生年月日，透
析導入年月，治療法，腎不全原疾患など）を調査する
患者調査の 2 種類の調査から構成されている．

この調査の施設調査結果によれば，2010 年末のわ
が国の透析人口は 298,252 人であり，これは毎年増加
してきている1）．また，The United States Renal Data 

System（USRDS）の年次報告‡1）によれば，わが国の
透析人口は米国についで世界で 2 番目に多い．2010

年末のわが国の一般人口 100 万人あたりの透析患者数
は 2,329 人である．これは一般人口の約 430 人に 1 人
が透析患者であることを意味する．先の USRDS 資料
によれば，わが国の一般人口 100 万人あたりの透析患
者数は，台湾についで 2 番目に多い．

わが国の透析人口 298,252 人のうち，昼間に透析を
受けている患者は 246,146 人で透析人口全体の 82.5％
を占めており，夜間に透析を受けている患者は 42,052

人で 14.1％ を占めている．夜間透析を受けている患
者の占める割合はこの 20 年間減少し続けている．在
宅血液透析を受けている患者は 277 人おり，絶対数は
未だ少ないものの，ここ数年間急速に増加しつつある．
腹膜透析患者は 9,773 人おり，このうち血液透析など
体外循環を利用した血液浄化法を併用している患者は
1,983 人である．

患者調査結果によれば，15 歳未満の小児期にある
透析患者の約 8 割は腹膜透析患者である．わが国の透

析人口は急速に高齢化しており，2010 年末における
透析人口の平均年齢は 66.2 歳であり，透析人口の過
半数が 65 歳以上である．透析人口の 7.5％ が透析歴
20 年以上であり，2010 年末時点での最長透析歴症例
は 42 年 8 カ月である．透析人口全体で最も多く認め
られる腎不全原疾患は慢性糸球体腎炎であり 36.2％
を占める．ついで糖尿病性腎症が多く 35.9％ を占め
ている．慢性糸球体腎炎はその割合，実数共に減り続
けており，糖尿病性腎症は逆に増加し続けている．し
たがって，2011 年末には糖尿病性腎症が最も多く認
められる原疾患となっているものと思われる．

施 設 調 査 に よ る 年 間 新 規 導 入 数 は，2008 年 の
38,180 人をピークとして，2009 年 37,566 人，そして
2010 年 37,512 人と，この 2 年間続けて減少している1〜3）．
各年の調査用紙回収率に若干の変動があるため確定は
できないが，1968 年の本調査開始以来増加し続けて
きたわが国の透析導入患者数は，減少傾向に転じたと
考えられる．

患者調査結果によれば，新規導入患者も高齢化して
おり，2010 年に導入された患者の平均年齢は 67.8 歳
である．糖尿病性腎症を原疾患として透析療法に導入
される患者はこの 20 年間増加し続けてきた．しかし，
2010 年に糖尿病性腎症を原疾患として導入された患
者は 16,247 人であり，前年の 2009 年に糖尿病性腎症
を原疾患として導入された患者数 16,549 人に対して，
わずかではあるが初めてその数を減らした．導入患者
全体に占める糖尿病性腎症の割合も 2010 年は 43.6％
であり，2009 年の 44.5％ から 0.9 ポイントの減少と
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なった1, 2）．慢性糸球体腎炎は糖尿病性腎症についで
多く認められる導入原疾患であるが，慢性糸球体腎炎
を原疾患とする導入患者数はこの 10 年間，その実数，
割合共に減少し続けている．

施設調査による 2010 年の年間死亡数は 28,882 人で
あり，年間死亡患者数は増加し続けている．死亡原因
では心不全が最も多く，ついで感染症，悪性腫瘍であ
った．

透析人口の 1 年間の増加数を前年末患者数（＝当該
年初患者数）に対する比で表した透析人口年間増加率
は，この 20 年間直線的に減少し続けている．仮にこ
の傾向が今後も変わらないと仮定すると，わが国の透
析人口は 2017 年頃に約 32 万人をピークとしてその増
加が停止し，その後は減少に転じると推測される．年
間新規導入数の年間増加率もこの 20 年間ほぼ直線的
に減少し続けており，2008 年をピークとして，今後

年間導入数は減少していくものと推測される．年間死
亡数の年間増加率も減少し続けているが，その程度は
透析人口や年間導入数に比べて遅く，年間死亡患者数
の増加が停止するのは 2024 年頃と推測される．
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